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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、膜結合型グアニル酸キナーゼ（MAGUK）ファミリーのメンバーをコードしています。この遺伝子は、別のMAGUKタンパク質であるDLG2とヘテロ多量体を形成し、NMDA受容体およびカリウムチャネルのクラスターにリクルートされます。これら2つのMAGUKタンパク質はシナプス後部で相互作用し、受容体、イオンチャネル、および関連するシグナル伝達タンパク質のクラスター形成のための多量体足場を形成する可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
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	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	マウス脳（1）およびラット脳（2）組織溶解物に対するDLG4マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	DLG4 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。

